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日本経営システム学会 第 63 回全国研究発表大会のご案内 

 

会員の皆様には、時下益々ご清祥ことお慶び申し上げます。さて、日本経営システム学会第 63 回全国

研究発表大会が 2019 年 11 月 9 日（土）、10 日（日）に神戸学院大学 ポートアイランドキャンパス（神

戸市中央区）にて開催されます。多くの会員の皆さまのご参加およびご発表を心よりお待ちしております。 

 

  記 

 

開 催 日：2019 年 11 月 9 日（土）、10 日（日） 

開催場所：神戸学院大学 ポートアイランドキャンパス 

〒650-8586 神戸市中央区港島 1-1-3 

交通アクセス https://www.kobegakuin.ac.jp/access/portisland.html 

連 絡 先：実行委員長 神戸学院大学 毛利進太郎 

〒651-2180 神戸市西区伊川谷町有瀬 518 

TEL: 078-974-5361 E-mail:mohri@eb.kobegakuin.ac.jp 

主  催：日本経営システム学会 

統一論題：「価値の創造と経営システム」 

特別講演：「神明グループの挑戦 ～食のバリューチェーンの構築に向けて～」 

株式会社神明ホールディングス 代表取締役社長 藤尾益男氏 

基調講演：「経験価値の共創 ～オンライン社会におけるオフライン体験の意義と未来～」 

 神戸学院大学 経済学部講師 小暮衣里氏 

参 加 費：会員 5,000 円、学生会員 3,000 円、協賛学会員・同学生会員はそれぞれ会員・学生会員と同額、

非会員 6,000 円、非会員学生 4,000 円、（当日支払は各 1,000 円高） 

懇親会費：会員 5,000 円、学生会員 3,000 円、協賛学会員 5,000 円、非会員 6,000 円（当日支払各 1,000

円高） 

昼  食：大学内の食堂は、9 日（土）は営業しております．10 日（日）は営業しておりませんので最寄

りのコンビニエンスストアなどご利用ください． 

宿  泊：三ノ宮駅周辺にホテルが多数ございますので、各自でご手配下さい。 

参加申込：本 JAMS NEWS に同封の振込用紙または HP の振込方法を参考に 11 月 1 日（金）までに上記

金額をお振込み下さい。期限後に振込みされた方は、振込控えまたはコピーをお持ち下さい。 

 

■大会会場へのアクセス 

神戸学院大学 ポートアイランドキャンパス 

 JR 神戸線「三ノ宮駅」、阪急・阪神「神戸三宮駅」、神戸市営地下鉄「三宮駅」から神戸新交通ポート

ライナー「みなとじま駅」下車、西へ徒歩約 6 分。 

または「三宮駅（そごう前・キャンパス線）」から「ポーアイキャンパス行」バスで約 14 分 

 神戸空港から神戸新交通ポートライナー「みなとじま駅」下車、西へ徒歩約 6 分。 

■研究発表に関する細則について 

当学会では、研究発表大会をスムーズに運営するために、口頭発表に関して「研究発表細則」（学会ホ

ームページ http://www.jams-web.jp/download/jams-kenkyuuhappyou.pdf）に従って運営しています。口

頭発表を申し込まれる前にご確認ください。なお、この細則は、大会委員会および大会実行委員会により

運用されます。不明な点がございましたら、学会事務局へお問い合わせください。 
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■会場設備について 

全ての発表会場に PC(Windows, MS-Office)とプロジェクタが設置されていますので、原則として会場

の設備をご利用下さい。データは USB メモリに入れてお持ち下さい。特殊なソフトをご使用の場合は、

ノート PC をお持ち込みも可能ですが、コネクタ接続など準備に時間がかかりますので、ご注意下さい。 

■学生研究発表優秀賞について 

 当学会では、学生セッションの研究発表を審査して優秀な発表には「学生研究発表優秀賞」を授与して

います。学生であれば、正会員・学生会員を問わず、学生セッションの研究発表は審査の対象となります。

ただし、下記の点にご留意下さい（もし、ご不明な点がありましたら、学会事務局にお問い合わせ下さい）。 

・学生セッションの発表は、正会員（一般的には指導教員）との連名とし、ファースト・オーサーは学生

とします。 

・学生セッションでの単独発表は、正会員の学生に限ります。 

・学生研究発表優秀賞の受賞対象者は、単独発表、連名発表のファースト・オーサーの学生のみとします。 

・学生セッションの発表原稿は、会員の種別を問わず 2 頁とします。 

 

会長就任に当たって 

 

日本経営システム学会 第 20 期会長 山下 洋史 

 

 この度、日本経営システム学会第 19 期会長の塩出先生を引き継いで、第 20 期会長に就任した明治大学

の山下です。よろしくお願いいたします。 

さて、当学会は 1992 年に、経営労働の問題のみならず経営システム全体の問題へと研究対象を拡張す

べく、前身の「経営労働学会」を発展的に改称して誕生した学会です。このことは、「人間」あるいは「労

働」の問題を基盤にして、そこから「経営システム」の幅広い領域へと研究対象が拡大していったことを

意味します。ここから、当学会における 3 つの大きな特徴が見えてきます。 

その一つは、上記のような経緯から、経営資源の 4 要素、すなわちヒト・カネ・モノ・情報（3M＋I）

のすべてに焦点を当てながらも、とりわけヒトを重視した研究を出発点としていることです。言い換えれ

ば、「企業はひとなり」あるいは「経営のプライム・リソースは人的資源である」ということになると思

います。近年、ICT や AI の急速な進展によって企業活動、そしてビジネスそのものが大きく変わろうと

しており、これにより人間の労働が奪われてしまうかもしれないという指摘も多くなっています。そこで、

当学会ではこうした変化によって、企業活動がどのように変化するか、またどのように変化しなければな

らないかについて、人間を主眼に置きながら論じていくことが求められると思います。AI の時代であるか

らこそ、当学会の原点に立ち還って、経営システムにおける人間労働の問題を論じていくべきと考えるの

です。 

次の特徴は、経営を「システム」として捉えるところにあります。一般に、「システム」と言うと、そ

れは情報システムを指すことが多く、この情報システムも当然のことながら当学会にとって重要な研究テ

ーマの一つです。しかしながら、システムは情報システムのみに尽きるものではありません。とりわけ、

学問としては普遍的なシステム、あるいは普遍的な経営システムのメカニズムを論じることが求められる

のではないかと思います。さまざまな外部の変化に対して、どのような経営システムが頑強で、サステナ

ブルであるかを探求していくのです。 

もう一つの特徴は、文理にまたがる（特に、文理融合型の）研究アプローチを展開しようとする点です。

これまで、日本の大学・研究機関では、文系・理系の壁が厚く（これを私は「文理分離」と呼んでいます）、

経営の問題は文系の研究者が論じ、システムの問題は理系の研究者が論じるという考え方が強かったよう

に思います。これに対して、当学会は、両者を包含した研究対象としての「経営システム」のメカニズム

を、やはり両者を包含した研究アプローチにより論じていくのです。こうした文系のアプローチ・理系の

アプローチと文理融合型の研究アプローチが共存する裾野の広さが、当学会における最大の特徴でしょう。 

上記のような当学会の 3 つの特徴を活かすよう、会員の皆様とともに第 20 期の学会活動を展開してい

きたいと思います。 

一方、学会運営に関しては、なるべく会員の皆様、とりわけ常任理事・理事の皆様や委員会・支部の委

員の皆様にかかるご負担を軽減し、研究活動に専念することができるよう、研究発表大会のプログラムや

理事会の議事内容に関してスリム化していきたいと思います。これに関しては、慎重に検討していく必要

がありますので、皆様のご意見をお伺いしながら、少しずつでも前進させていく所存でおります。 

最後に、当学会における研究がさらに発展するよう、微力ではありますが第 20 期の会長として会員の

皆様とともに学会の研究活動を活性化させていきたいと思いますので、何卒よろしくお願いいたします。 
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ン

マ
湯

治
宿

の
サ

ー
ビ

ス
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

FC
R法

と
評

定
尺

度
法

の
比

較
 -

 特
定

保
健

用
食

品
（

特
保

コ
ー

ラ
）

を
題

材
と

し
た

比
較

 -

新
興

国
企

業
の

オ
ー

プ
ン

・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

と
開

発
活

動
金

融
業

界
に

お
け

る
シ

ス
テ

ム
マ

イ
グ

レ
ー

シ
ョ

ン
事

例
の

特
徴

分
析

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
通

販
サ

イ
ト

の
商

品
口

コ
ミ

情
報

に
お

け
る

評
価

要
因

に
関

す
る

一
考

察
　

―
シ

リ
ー

ズ
化

し
た

ゲ
ー

ム
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
を

題
材

に
し

て
―

EC
サ

イ
ト

上
の

商
品

レ
ビ

ュ
ー

と
購

買
デ

ー
タ

の
関

連
に

関
す

る
研

究

潜
在

構
造

を
考

慮
し

た
ロ

ジ
ッ

ト
モ

デ
ル

に
基

づ
く

乳
酸

菌
飲

料
に

対
す

る
消

費
者

心
理

の
推

移
要

因
分

析

地
域

連
携

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

け
る

社
会

的
ジ

レ
ン

マ
解

消
に

向
け

た
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

分
析

手
法

の
提

案

テ
キ

ス
ト

マ
イ

ニ
ン

グ
法

を
用

い
た

飲
食

店
の

立
地

と
差

別
化

要
因

に
関

す
る

―
考

察
―

歌
舞

伎
町

に
あ

る
酒

場
37

4店
を

対
象

に
し

て
―

EC
サ

イ
ト

上
に

お
け

る
顧

客
の

購
買

に
至

る
ま

で
の

行
動

を
考

慮
し

た
購

買
予

測
モ

デ
ル

Ａ
会

場
（

一
般

：
B号

館
 2

F 
B2

10
講

義
室

）
Ｂ

会
場

（
一

般
：

B号
館

 2
F 

B2
11

講
義

室
）

Ｃ
会

場
（

一
般

：
B号

館
 2

F 
B2

04
講

義
室

）
Ｄ

会
場

（
一

般
：

B号
館

 2
F 

B2
05

講
義

室
）

Ｅ
会

場
（

一
般

：
B号

館
 2

F 
B2

06
講

義
室

）
Ｆ

会
場

（
学

生
：

B号
館

 2
F 

B2
07

講
義

室
）

金
融

業
に

お
け

る
中

日
連

携
の

中
核

企
業

の
変

化

高
い

組
織

能
力

を
有

す
る

組
込

み
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
ベ

ン
ダ

ー
企

業
が

低
収

益
に

陥
る

メ
カ

ニ
ズ

ム

高
齢

運
転

者
に

よ
る

交
通

事
故

を
対

象
と

し
た

複
合

要
因

に
関

す
る

一
考

察
-交

通
事

故
調

書
を

対
象

に
し

た
テ

キ
ス

ト
マ

イ
ニ

ン
グ

分
析

-

非
財

務
の

デ
ー

タ
を

用
い

た
個

人
の

信
用

リ
ス

ク
測

定
に

関
す

る
研

究

統
一

論
題

：
CS

V活
動

は
，

本
当

に
企

業
価

値
や

社
会

価
値

に
寄

与
し

て
い

る
の

か

経
営

品
質

科
学

研
究

部
会

：
因

子
ウ

ェ
イ

ト
と

選
択

確
率

の
推

定
の

た
め

の
交

互
多

因
子

情
報

路
モ

デ
ル

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

競
争

戦
略

に
お

け
る

階
層

間
施

策
と

先
行

研
究

の
関

連
財

務
状

況
の

経
年

変
化

を
考

慮
し

た
業

界
別

倒
産

予
知

モ
デ

ル
の

構
築

G会
場

（
学

生
：

B号
館

 2
F 

B2
08

講
義

室
）

H会
場

（
学

生
：

B号
館

 2
F 

B2
09

講
義

室
）

統
一

論
題

：
社

会
的

価
値

の
創

造
過

程
と

国
家

が
備

え
る

べ
き

技
術

経
営

シ
ス

テ
ム

経
営

品
質

科
学

研
究

部
会

：
正

規
化

シ
ャ

ノ
ン

・
エ

ン
ト

ロ
ピ

ー
を

用
い

た
多

因
子

情
報

路
モ

デ
ル

利
失

表
か

ら
実

際
に

選
択

さ
れ

た
代

替
案

の
特

徴
に

関
す

る
考

察
経

路
検

索
デ

ー
タ

か
ら

地
域

に
有

効
な

知
見

を
い

か
に

導
出

す
る

か

な
ぜ

、
日

本
人

の
使

え
な

い
中

国
電

子
決

済
サ

ー
ビ

ス
（

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

）
が

普
及

し
て

い
る

の
か

？

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
性

質
と

ア
ジ

ャ
イ

ル
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
開

発
を

通
じ

て
重

視
さ

れ
た

価
値

と
の

関
係

日
本

に
お

け
る

ネ
ッ

ト
依

存
研

究
に

関
す

る
要

旨
分

析
-書

誌
情

報
を

対
象

と
し

た
テ

キ
ス

ト
マ

イ
ニ

ン
グ

分
析

-

El
as

ti
c法

に
よ

る
香

港
ハ

ン
セ

ン
株

価
指

数
（

HS
I）

の
予

測
に

関
す

る
研

究

Ａ
会

場
（

一
般

：
B号

館
 2

F 
B2

10
講

義
室

）
Ｂ

会
場

（
一

般
：

B号
館

 2
F 

B2
11

講
義

室
）

Ｃ
会

場
（

一
般

：
B号

館
 2

F 
B2

04
講

義
室

）
Ｄ

会
場

（
一

般
：

B号
館

 2
F 

B2
05

講
義

室
）

Ｅ
会

場
（

学
生

：
B号

館
 2

F 
B2

06
講

義
室

）
Ｆ

会
場

（
学

生
：

B号
館

 2
F 

B2
07

講
義

室
）

会
場

（
B号

館
2F

 B
20

3講
義

室
）

実
行

委
員

長
挨

拶
　

神
戸

学
院

大
学

  
毛

利
 進

太
郎

会
長

挨
拶

  
  

  
  

明
治

大
学

　
山

下
　

洋
史

特
別

講
演

：
「

神
明

グ
ル

ー
プ

の
挑

戦
 ～

食
の

バ
リ

ュ
ー

チ
ェ

ー
ン

の
構

築
に

向
け

て
～

」
	株

式
会

社
神

明
ホ

ー
ル

デ
ィ

ン
グ

ス
 代

表
取

締
役

社
長

 藤
尾

益
雄

氏

休
　

　
　

　
憩

基
調

講
演

：
「

経
験

価
値

の
共

創
 ～

オ
ン

ラ
イ

ン
社

会
に

お
け

る
オ

フ
ラ

イ
ン

体
験

の
意

義
と

未
来

～
」

	神
戸

学
院

大
学

 経
済

学
部

講
師

 木
暮

衣
里

氏

休
　

　
　

　
憩

第
6
3
回

 
日

本
経

営
シ

ス
テ

ム
学

会
 
全

国
研

究
発

表
大

会
 
プ

ロ
グ

ラ
ム

【
1
1
月

 
9
日

（
土

）
】

　
受

付
開

始
 
1
0
:
0
0
～

 
（

場
所

：
1
号

館
1
F
 
ロ

ビ
ー

）

会
場

（
B号

館
2F

 B
20

4講
義

室
）

理
事

会

休
　

　
　

　
憩

・
各

委
員

会



－ 4 － 
 

時
　

　
間

時
　

　
間

9
:
0
0
～

9
:
3
0

9
:
0
0
～

9
:
2
0

＊
慶

應
義

塾
大

学
小

林
　

延
至

＊
明

治
大

学
山

下
　

洋
史

　
田

渕
　

暉
久

＊
福

島
大

学
荊

　
湛

元
＊

明
治

大
学

萩
原

　
統

宏
＊

上
智

大
学

堀
田

　
侑

希
＊

日
本

大
学

伊
藤

　
慎

太
朗

＊
愛

知
工

業
大

学
ユ

　
エ

ン
バ

イ
　

慶
應

義
塾

大
学

白
坂

　
成

功
　

山
梨

学
院

大
学

金
子

　
勝

一
　

福
島

大
学

樋
口

　
良

之
　

明
治

大
学

山
下

　
洋

史
　

上
智

大
学

山
下

　
遥

　
日

本
大

学
水

上
　

祐
治

　
愛

知
工

業
大

学
石

井
　

成
美

　
青

山
学

院
大

学
蔵

本
　

薫
　

サ
ン

コ
ム

馬
　

健
博

　
明

治
大

学
野

尻
　

泰
民

　
東

北
電

力
塚

崎
　

孝

9
:
2
0
～

9
:
4
0

9
:
3
0
～

1
0
:
0
0

＊
京

都
工

芸
繊

維
大

学
 
 
石

黒
　

将
太

＊
愛

知
工

業
大

学
金

　
玉

花
＊

日
本

大
学

松
本

　
真

之
介

　
愛

知
工

業
大

学
石

井
　

成
美

　
日

本
大

学
水

上
　

祐
治

＊
東

北
大

学
加

藤
　

大
樹

＊
横

浜
商

科
大

学
東

海
　

詩
帆

＊
山

形
大

学
國

分
　

一
典

＊
名

古
屋

市
立

大
学

矢
野

　
均

＊
愛

知
産

業
大

学
丸

山
　

宏
9
:
4
0
～

1
0
:
0
0

　
東

北
大

学
石

田
　

修
一

　
明

治
大

学
山

下
　

洋
史

　
山

形
大

学
野

田
　

博
行

　
山

形
大

学
中

島
　

健
介

　
山

形
大

学
小

野
　

浩
幸

　
山

形
大

学
兒

玉
　

直
樹

　
東

北
大

学
田

中
　

陽
一

郎
＊

大
阪

大
学

岩
永

　
祐

里
＊

日
本

大
学

林
田

　
優

＊
愛

知
工

業
大

学
其

　
米

克
　

愛
知

工
業

大
学

柊
　

紫
乃

　
大

阪
大

学
上

西
　

啓
介

　
日

本
大

学
水

上
　

祐
治

　
愛

知
工

業
大

学
石

井
　

成
美

1
0
:
0
0
～

1
0
:
1
0

時
　

　
間

1
0
:
1
0
～

1
0
:
4
0

1
0
:
1
0
～

1
0
:
3
0

＊
横

浜
市

立
大

学
永

松
　

陽
明

＊
福

知
山

公
立

大
学

鄭
　

年
皓

＊
三

菱
電

機
織

田
　

昌
雄

＊
近

畿
大

学
木

村
　

有
寿

＊
下

関
市

立
大

学
藪

内
　

賢
之

＊
福

島
大

学
渡

部
 
友

基
＊

日
本

大
学

杉
浦

　
聖

人
＊

愛
知

工
業

大
学

磯
村

　
昌

輝
　

横
浜

市
立

大
学

柴
田

　
典

子
　

明
治

大
学

山
下

　
洋

史
　

立
命

館
大

学
澤

口
　

学
　

福
島

大
学

樋
口

　
良

之
　

日
本

大
学

水
上

　
祐

治
　

愛
知

工
業

大
学

石
井

　
成

美
　

千
葉

商
科

大
学

櫻
井

　
聡

　
山

梨
学

院
大

学
金

子
　

勝
一

　
福

島
大

学
荊

　
湛

元

1
0
:
3
0
～

1
0
:
5
0

1
0
:
4
0
～

1
1
:
1
0

＊
早

稲
田

大
学

市
田

　
和

弥
＊

日
本

大
学

林
　

直
弘

＊
愛

知
工

業
大

学
小

池
　

翼
　

東
京

大
学

川
中

　
孝

章
　

日
本

大
学

青
木

　
奈

々
美

　
愛

知
工

業
大

学
石

井
　

成
美

　
早

稲
田

大
学

大
野

　
髙

裕
　

日
本

大
学

水
上

　
祐

治

＊
横

浜
市

立
大

学
柴

田
　

典
子

＊
福

知
山

公
立

大
学

鄭
　

年
皓

＊
三

菱
日

立
パ

ワ
ー

シ
ス

テ
ム

ズ
赤

城
　

弘
一

＊
神

奈
川

大
学

片
桐

　
英

樹
＊

産
業

技
術

大
学

院
大

学
 
 
細

田
　

貴
明

1
0
:
5
0
～

1
1
:
1
0

　
千

葉
商

科
大

学
櫻

井
　

聡
　

明
治

大
学

山
下

　
洋

史
　

立
命

館
大

学
澤

口
　

学
　

近
畿

大
学

谷
崎

　
隆

士
　

東
海

大
学

田
畑

　
智

章
　

横
浜

市
立

大
学

永
松

　
陽

明
　

徳
島

大
学

宇
野

　
剛

史

＊
早

稲
田

大
学

名
古

屋
　

百
恵

＊
日

本
大

学
蛭

田
　

雄
介

＊
関

西
大

学
安

田
　

弘
一

　
東

京
大

学
川

中
　

孝
章

　
日

本
大

学
水

上
　

祐
治

　
関

西
大

学
伊

佐
田

　
文

彦
　

早
稲

田
大

学
大

野
　

髙
裕

1
1
:
1
0
～

1
2
:
1
0

休
憩

・
各

委
員

会

マ
ル

チ
エ

ー
ジ

ェ
ン

ト
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

用
い

た
個

人
投

資
家

の
投

資
行

動
分

析
P
O
S
情

報
を

用
い

た
酒

類
味

別
店

舗
売

り
上

げ
の

要
因

分
析

テ
キ

ス
ト

マ
イ

ニ
ン

グ
に

よ
る

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

企
業

の
事

例
研

究

国
際

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト

開
催

に
お

け
る

子
ど

も
達

の
観

戦
行

動
と

心
理

的
変

化
の

測
定

経
営

品
質

科
学

研
究

部
会

：
2
つ

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

お
け

る
情

報
の

重
要

性
を

考
慮

し
た

事
前

情
報

配
分

モ
デ

ル

作
業

プ
ロ

セ
ス

情
報

の
形

式
知

化
の

研
究

搬
送

設
備

の
干

渉
を

考
慮

し
た

ジ
ョ

ブ
シ

ョ
ッ

プ
ス

ケ
ジ

ュ
ー

リ
ン

グ
問

題
に

対
す

る
ヒ

ュ
ー

リ
ス

テ
ィ

ク
ス

解
法

意
思

決
定

基
準

と
し

て
の

満
足

と
納

得
に

関
す

る
研

究
(
2
)
 
―

 
二

重
過

程
理

論
の

中
に

お
け

る
納

得
概

念
の

検
討

 
―

G
会

場
（

学
生

：
B
号

館
 
2
F
 
B
2
0
8
講

義
室

）
H
会

場
（

学
生

：
B
号

館
 
2
F
 
B
2
0
9
講

義
室

）

国
際

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト

開
催

に
お

け
る

子
ど

も
達

の
心

理
的

変
化

に
対

す
る

テ
キ

ス
ト

マ
イ

ニ
ン

グ

経
営

品
質

科
学

研
究

部
会

：
京

都
府

北
中

部
の

加
重

重
心

座
標

に
関

す
る

研
究

 
-
京

都
府

に
お

け
る

「
南

北
間

の
非

対
称

性
」

に
関

す
る

研
究

(
第

2
報

)
-

技
術

シ
ス

テ
ム

を
革

新
す

る
止

揚
プ

ロ
セ

ス
の

提
案

共
有

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

を
も

つ
I
字

組
立

セ
ル

の
構

成
と

運
営

に
関

す
る

研
究

Ⅵ
区

間
型

回
帰

モ
デ

ル
を

用
い

た
都

道
府

県
別

幸
福

度
と

魅
力

度
の

分
析

産
業

連
関

表
の

取
引

基
本

表
を

ク
ラ

ス
タ

リ
ン

グ
し

た
都

道
府

県
の

分
類

と
考

察
重

回
帰

分
析

に
よ

る
飲

食
店

の
顧

客
数

予
測

と
従

業
員

配
置

に
関

す
る

考
察

自
由

ヶ
丘

地
域

活
性

化
に

向
け

た
取

り
組

み
(
2
)

Ａ
会

場
（

一
般

：
B
号

館
 
2
F
 
B
2
1
0
講

義
室

）
Ｂ

会
場

（
一

般
：

B
号

館
 
2
F
 
B
2
1
1
講

義
室

）
Ｃ

会
場

（
一

般
：

B
号

館
 
2
F
 
B
2
0
4
講

義
室

）
Ｄ

会
場

（
一

般
：

B
号

館
 
2
F
 
B
2
0
5
講

義
室

）
Ｅ

会
場

（
一

般
：

B
号

館
 
2
F
 
B
2
0
6
講

義
室

）
Ｆ

会
場

（
学

生
：

B
号

館
 
2
F
 
B
2
0
7
講

義
室

）

同
時

購
買

と
値

引
総

額
を

考
慮

し
た

商
品

値
引

モ
デ

ル
の

構
築

2
0
代

若
者

が
住

み
た

い
街

と
賃

貸
に

関
す

る
一

考
察

-
重

回
帰

分
析

に
よ

る
賃

貸
の

立
地

と
設

備
か

ら
み

た
賃

料
要

因
推

定
-

ヘ
ル

ス
ト

ラ
ッ

キ
ン

グ
デ

ー
タ

を
活

用
し

た
健

康
指

導
に

関
す

る
研

究

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
作

成
に

よ
る

F
F
E
の

活
動

お
よ

び
新

製
品

開
発

の
成

功
へ

の
影

響

経
営

品
質

科
学

研
究

部
会

：
大

学
生

の
愛

着
行

動
が

キ
ャ

リ
ア

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

に
与

え
る

影
響

山
形

県
中

小
製

造
企

業
に

お
け

る
海

外
拠

点
戦

略
と

現
状

Ⅲ

多
目

的
フ

ァ
ジ

ィ
ラ

ン
ダ

ム
2
レ

ベ
ル

単
純

リ
コ

ー
ス

計
画

問
題

に
対

す
る

楽
観

型
・

悲
観

型
パ

レ
ー

ト
シ

ュ
タ

ッ
ケ

ル
ベ

ル
グ

解

「
後

継
者

難
」

に
よ

る
買

収
の

ア
ナ

ウ
ン

ス
：

シ
グ

ナ
リ

ン
グ

理
論

に
よ

る
分

析

C
M
O
S
イ

メ
ー

ジ
セ

ン
サ

の
技

術
開

発
と

量
産

技
術

・
組

織
構

造
か

ら
み

た
競

争
優

位
性

の
獲

得

サ
ポ

ー
ト

ベ
ク

タ
ー

マ
シ

ン
を

用
い

た
ペ

ル
ソ

ナ
の

醸
成

と
購

買
行

動
の

予
測

に
関

す
る

一
考

察

資
生

堂
の

中
国

化
粧

品
事

業
戦

略
に

関
す

る
研

究

休
憩

多
様

性
を

尊
重

す
る

心
を

学
ぶ

た
め

の
ア

シ
ュ

ア
ラ

ン
ス

ケ
ー

ス
活

用
方

法
の

提
案

経
営

品
質

科
学

研
究

部
会

：
Q
C
コ

ス
ト

評
価

モ
デ

ル
に

基
づ

く
日

本
企

業
の

不
正

品
質

検
査

要
因

の
検

討

中
堅

企
業

の
北

米
欧

州
 
生

産
展

開
・

安
定

運
営

・
撤

退
の

事
例

研
究

L
S
T
M
に

よ
る

J
E
P
X
東

北
エ

リ
ア

価
格

の
予

測
と

ス
パ

イ
ク

損
失

額
の

算
定

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
経

営
と

企
業

業
績

の
相

互
作

用
に

関
す

る
事

実
確

認
L
S
T
M
に

基
づ

く
ネ

ッ
ト

広
告

に
お

け
る

広
告

効
果

の
予

測
モ

デ
ル

ト
ピ

ッ
ク

モ
デ

ル
分

析
を

用
い

た
ビ

ッ
ク

デ
ー

タ
研

究
の

動
向

分
析

内
モ

ン
ゴ

ル
に

お
け

る
コ

ン
ビ

ニ
エ

ン
ス

ス
ト

ア
発

展
の

研
究

ア
マ

チ
ュ

ア
個

人
ス

ポ
ー

ツ
参

加
者

の
活

動
満

足
度

と
継

続
意

向
に

つ
い

て
の

研
究

テ
キ

ス
ト

マ
イ

ニ
ン

グ
分

析
に

よ
る

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
通

信
販

売
の

口
コ

ミ
情

報
と

製
品

特
長

の
関

連
性

関
す

る
一

考
察

 
-
据

え
置

き
型

ゲ
ー

ム
機

の
人

気
ゲ

ー
ム

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

を
題

材
と

し
て

-

中
国

に
お

け
る

洋
菓

子
市

場
拡

大
に

関
す

る
研

究

【
1
1
月

1
0
日

（
日

）
午

前
】

　
受

付
開

始
 
8
:
3
0
～

 
 
 
（

場
所

：
B
号

館
２

F
）

Ａ
会

場
（

一
般

：
B
号

館
 
2
F
 
B
2
1
0
講

義
室

）
Ｂ

会
場

（
一

般
：

B
号

館
 
2
F
 
B
2
1
1
講

義
室

）
Ｃ

会
場

（
一

般
：

B
号

館
 
2
F
 
B
2
0
4
講

義
室

）
Ｄ

会
場

（
一

般
：

B
号

館
 
2
F
 
B
2
0
5
講

義
室

）
Ｅ

会
場

（
一

般
：

B
号

館
 
2
F
 
B
2
0
6
講

義
室

）
Ｆ

会
場

（
学

生
：

B
号

館
 
2
F
 
B
2
0
7
講

義
室

）
G
会

場
（

学
生

：
B
号

館
 
2
F
 
B
2
0
8
講

義
室

）
H
会

場
（

学
生

：
B
号

館
 
2
F
 
B
2
0
9
講

義
室

）



－ 5 － 
 

時
　

　
間

1
2
:
1
0
～

1
2
:
4
0

1
2
:
1
0
～

1
2
:
3
0

＊
明

治
大

学
野

尻
　

泰
民

＊
立

正
大

学
金

森
　

孝
浩

＊
千

葉
工

業
大

学
三

原
　

康
司

＊
東

京
工

業
大

学
本

田
　

正
美

＊
近

畿
大

学
鶴

岡
　

賢
紀

＊
日

本
大

学
林

　
竜

平
＊

芝
浦

工
業

大
学

後
藤

　
拓

己
　

明
治

大
学

山
下

　
洋

史
　

近
畿

大
学

片
岡

　
隆

之
　

日
本

大
学

水
上

　
祐

治
　

芝
浦

工
業

大
学

平
田

　
貞

代
　

明
治

大
学

萩
原

　
統

宏

1
2
:
3
0
～

1
2
:
5
0

1
2
:
4
0
～

1
3
:
1
0

＊
立

命
館

大
学

井
原

　
輝

一
＊

日
本

大
学

田
岡

　
駿

佑
＊

東
北

大
学

鈴
木

 
 
斉

　
立

命
館

大
学

湊
　

宣
明

　
日

本
大

学
今

野
　

広
之

　
東

北
大

学
石

田
　

修
一

　
日

本
大

学
水

上
　

祐
治

＊
明

治
大

学
権

　
善

喜
＊

関
西

大
学

古
賀

 
 
広

志
＊

豊
橋

創
造

大
学

今
井

　
正

文
＊

摂
南

大
学

久
保

　
貞

也
1
2
:
5
0
～

1
3
:
1
0

　
明

治
大

学
山

下
　

洋
史

　
明

治
大

学
萩

原
　

統
宏

＊
立

命
館

大
学

藤
嶋

　
伸

之
＊

日
本

大
学

富
澤

　
圭

都
＊

早
稲

田
大

学
丸

山
　

博
之

　
立

命
館

大
学

湊
　

宣
明

　
日

本
大

学
水

上
　

祐
治

　
産

業
技

術
大

学
院

大
学

 
 
細

田
　

貴
明

1
3
:
1
0
～

1
3
:
2
0

休
憩

時
　

　
間

時
　

　
間

1
3
:
2
0
～

1
3
:
5
0

1
3
:
2
0
～

1
3
:
4
0

＊
立

正
大

学
金

森
　

孝
浩

＊
山

梨
学

院
大

学
金

子
　

勝
一

＊
日

本
文

理
大

学
泉

　
丙

完
＊

芝
浦

工
業

大
学

平
田

　
貞

代
＊

東
海

大
学

胡
　

津
閣

＊
立

命
館

大
学

山
口

　
公

大
＊

法
政

大
学

木
暮

　
美

菜
＊

釧
路

公
立

大
学

上
原

　
竹

渓
　

横
浜

商
科

大
学

柳
田

　
義

継
　

明
治

大
学

山
下

　
洋

史
　

東
海

大
学

森
山

　
弘

海
　

立
命

館
大

学
湊

　
宣

明
　

法
政

大
学

諸
上

　
茂

光
　

釧
路

公
立

大
学

馬
場

　
真

希
　

横
浜

商
科

大
学

立
川

　
丈

夫
　

東
海

大
学

水
野

　
浩

孝
　

釧
路

公
立

大
学

曽
我

　
寛

人
　

関
東

学
院

大
学

荒
川

　
峰

彦
　

テ
ク

ニ
カ

ル
ユ

ニ
オ

ン
 
 
戸

倉
　

貴
史

　
テ

ク
ニ

カ
ル

ユ
ニ

オ
ン

 
 
戸

倉
　

正
貴

1
3
:
4
0
～

1
4
:
0
0

1
3
:
5
0
～

1
4
:
2
0

＊
千

葉
工

業
大

学
竹

山
　

侑
輝

＊
立

命
館

大
学

平
田

　
研

二
＊

早
稲

田
大

学
杉

浦
　

裕
文

＊
明

治
大

学
中

新
田

　
渉

里
　

千
葉

工
業

大
学

加
藤

　
和

彦
　

立
命

館
大

学
湊

　
宣

明
　

東
京

大
学

川
中

　
孝

章
　

明
治

大
学

山
下

　
洋

史
　

早
稲

田
大

学
大

野
　

髙
裕

　
明

治
大

学
萩

原
　

統
宏

＊
千

葉
商

科
大

学
仲

野
 
友

樹
＊

明
治

大
学

権
　

善
喜

1
4
:
0
0
～

1
4
:
2
0

　
福

知
山

公
立

大
学

鄭
　

年
皓

　
明

治
大

学
山

下
　

洋
史

＊
ベ

ー
シ

ッ
ク

田
原

　
祐

子

＊
愛

知
工

業
大

学
グ

ェ
ン

 
テ

ィ
 
ホ

ア
　

愛
知

工
業

大
学

柊
　

紫
乃

わ
が

国
の

デ
ジ

タ
ル

・
エ

コ
ノ

ミ
ー

普
及

へ
の

阻
害

要
因

と
そ

の
現

状
に

関
す

る
考

察

経
営

品
質

科
学

研
究

部
会

：
組

織
に

お
け

る
局

所
活

性
化

の
カ

タ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
・

モ
デ

ル

V
E
と

T
R
I
Z
に

基
づ

く
ヘ

ア
ー

ド
ラ

イ
ヤ

の
技

術
的

進
化

の
研

究
理

系
学

生
が

科
学

と
未

来
社

会
像

を
意

識
す

る
た

め
の

教
育

の
設

計
帰

り
荷

と
時

間
枠

を
考

慮
し

た
選

択
型

運
搬

経
路

問
題

に
対

す
る

列
生

成
法

P
e
r
s
o
n
a
l
 
A
i
r
 
V
e
h
i
c
l
e
(
P
A
V
)
に

対
す

る
ユ

ー
ザ

ー
の

価
格

感
度

に
関

す
る

研
究

投
稿

者
に

対
す

る
共

感
が

「
イ

ン
ス

タ
映

え
」

消
費

経
験

へ
の

評
価

に
与

え
る

影
響

経
営

品
質

科
学

研
究

部
会

：
消

費
者

の
セ

ー
ル

ス
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

に
対

す
る

志
向

性
研

究
 
―

　
B
u
y
 
O
n
e
 
G
e
t
 
O
n
e

F
r
e
e
と

5
0
％

O
F
F
の

日
韓

台
比

較
 
―

欲
求

事
例

調
査

に
よ

る
欲

求
カ

テ
ゴ

リ
に

基
づ

く
欲

求
抽

出
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
の

構
築

技
術

要
素

分
解

法
の

定
量

化
と

協
業

領
域

探
索

へ
の

適
用

S
N
S
の

エ
ン

ゲ
ー

ジ
メ

ン
ト

に
受

信
者

の
ト

ラ
イ

ブ
が

与
え

る
影

響

経
営

品
質

科
学

研
究

部
会

：
魅

力
的

就
職

条
件

と
当

た
り

前
就

職
条

件
の

属
性

差
加

算
モ

デ
ル

中
国

に
お

け
る

キ
ャ

ッ
シ

ュ
レ

ス
化

の
実

態
に

関
す

る
一

考
察

経
営

品
質

科
学

研
究

部
会

：
韓

国
語

教
育

に
お

け
る

低
エ

ン
ト

ロ
ピ

ー
源

と
し

て
の

ハ
ン

グ
ル

文
字

新
規

事
業

立
ち

上
げ

に
お

け
る

、
２

つ
の

ナ
レ

ッ
ジ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

ス
キ

ー
ム

事
例

比
較

研
究

 
～

同
一

フ
レ

ー
ム

ワ
ー

ク
（

K
W
モ

デ
ル

）
活

用
か

ら
発

展
し

た
、

人
材

育
成

・
組

織
開

発
・

実
績

向
上

に
お

け
る

、
２

つ
の

異
な

る
ナ

レ
ッ

ジ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
活

用
ス

キ
ー

ム
事

例
研

究
～

観
光

業
に

よ
る

地
域

活
性

化
に

関
す

る
研

究
：

神
戸

市
観

光
局

の
事

例
に

も
と

づ
い

て

　
ネ

ク
ス

ト
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ク
ス

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
山

室
 
達

雄

技
術

基
盤

中
小

企
業

の
技

術
戦

略
選

択
と

企
業

成
長

の
関

係

日
本

に
お

け
る
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2019 年度第 1回理事会のまとめ 

 

Ⅰ．開催日時：2019 年 5 月 25 日（土） 11:20～12:20 

Ⅱ．開催場所：新潟国際情報大学 新潟中央キャンパス バンケットホール（7 階） 

Ⅲ．出席者：山下、上原、毛利、上西、近藤、東海、長野、成川、西口、深澤、水上、村山、柳田、今井、

大野、川中、木全、今野、佐々木、佐藤、椎原、鄭、田畑、中井、林、松岡、村山、山田 (幹事)塩出、

松丸 敬称略 

Ⅳ．審議事項 

１．学会役員・各種委員会委員・評議委員について（山下）：第 20 期日本経営システム学会役員および理

事、名誉会員、各種委員会、評議員について報告がなされ、原案の通り承認された（なお、各種委員会

委員については、現時点で委員すべてを固めることができなかったため、次回の理事会で確定する）。 

２．2018 年度第 5 回議事録の確認（東海）：2018 年度第 5 回議事録が報告され、承認された。 

３．会員の入退会について（東海）：入退会の状況について説明がなされ、原案の通り承認された。これ

により、2019 年 5 月 25 日現在、正会員 508 名、学生会員 145 名となった。 

４．第 62 回全国研究発表大会の準備状況について（佐々木）：第 62 回全国研究発表大会（開催校：新潟

国際情報大学、開催日：2019 年 5 月 25 日（土）、26 日（日）、統一論題：食文化と経営システム）の

準備状況および発表件数 74 件、参加人数についての報告がなされ、承認された。 

５．第 63 回以降の全国研究発表大会の準備状況について（各大会実行委員長）：第 63 回全国研究発表大

会（実行委員長：毛利、開催校：神戸学院大学、開催日：2019 年 11 月 9 日（土）、10 日（日）、統一論

題：価値の創造と経営システム（仮））の準備状況について説明がなされ、承認された。また、64 回（実

行委員長：水上、開催校：日本大学生産工学部）、65 回（実行委員長予定：長平、開催校：立命館大学）、

66 回（開催校：麗澤大学）について確認がなされた。 

６．2018 年度決算・2019 年度予算について（東海）：2018 年度収支決算が報告された後に、松丸監事に

よる監査報告が行われ、原案の通り承認された。また、2019 年度収支予算案について説明があり承認

され、総会に諮ることが了承された。 

７．第 40 回通常総会議案書について（椎原）：各理事担当箇所を確認し、総会に諮ることが了承された。 

８．役員選出規程と投稿規程の改定について（松岡）：役員選出規程および学会誌原著投稿規程の改定に

ついての説明がなされ、承認された。また、椎原理事より総会での説明時について補足があった。 

９．細則類の改定について（編集委員会・大会委員会）：学会誌原著執筆細則について、これまでの検討

をふまえて学会誌の購入についてホームページに記載すること、原著掲載料の変更点について報告され、

承認された（水上）。研究部会細則について報告がなされ、承認された（椎原）。研究発表細則のセッシ

ョンの種類、口頭発表の資格についての改正について説明がなされ、承認された（柳田）。刊行物に関

する取扱いについて説明がなされ、承認された。ただし、学会誌および講演論文集の料金については、

各担当委員会での継続審議とし、会長に一任することが承認された。その際、記載を送料別・消費税別

にて検討することとなった。また、この内容の公表については、総務委員会の担当とする（椎原）。会

長より、学会誌原著執筆細則、研究発表細則が整理されたことを受けて、表彰委員会でも細則の改定が

必要であるか否かを再度確認するよう依頼がなされた。規程委員会より、変更となった規程の全文を規

程委員会で確認後、公開していくこと、年号は西暦で統一することが確認された（松岡）。 

10．情報化社会と経営システム研究部会の活動終了について（毛利）：情報化社会と経営システム研究部

会について、活動を終了したい旨が報告され、承認された。 

Ⅴ．報告事項 

１．評議員会について（山下）：会長より評議員会にて通常総会議案書について説明がなされ、異議なく

了解が得られたことが報告された。 

２．総会での役割分担について（椎原）：2018 年度第 5 回理事会にて検討された総会の役割（総合司会：

毛利、議長：西口、書記：中野・柳田、議事録署名人：淺井・木全）および流れ、各議案の報告者につ

いて確認がなされた。 

３．その他：会長より、IJAMS の投稿件数増加を受けて、IJAMS 編集委員会の増強が必要であることが

述べられ、IJAMS 編集委員の倍増、レフェリー謝礼の増額の方向で検討することが確認された。また、

2021 年に学会 40 周年事業について、編集委員会の負担が非常に大きいため学会誌特別号ではどうかとい

う提案がなされ、この方向で検討を継続することとなった。3 年に 1 回国際会議を開催しているが、海外

での開催にこだわらず、全国大会とセットで開催するという方向ではどうかという案が示され、今後検討

していくことになった。 
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関西支部令和元年度 第 1 回経営工学セミナーのご案内 

 

                 日本経営システム学会 関西支部 支部長   長野寛之 

                       副支部長  椎原正次 

               幹事 林永周、後藤智 

 

 標記セミナーを以下のとおり開催いたします．万障お繰り合わせの上，ご出席下さいますようお願い申

し上げます．平日の 17：30 開始に設定しておりますので，仕事の帰りにご参加いただければと思います． 

なお，当セミナーは日本経営工学会関西支部，日本セキュリティ・マネジメント学会関西支部研究会との

共催です． 

 

日 時：令和元年 10 月 17 日（水） 17：30～19：40 

場 所：アプローズタワー13 階貸会議室 12 号室  大阪府大阪市北区茶屋町 19-19 Tel：06-6377-5577 

    詳細は http://www.hhbm.hankyu-hanshin.co.jp/meeting/applause/ をご参照下さい． 

※ 事前に web にて地図をご確認ください．研究会参加費：無料（事前申込みは不要でございます） 

なお，研究会の終了後に，有志による懇親会を考えています．会場の予約の関係上，希望される方は、 

10/10(水)までに林(lim40@fc.ritsumei.ac.jp) まで，ご連絡ください． 

 <講演１> 

  テーマ：「ものづくりの後発逆転現象に関する考察 ー日本のものづくり戦略にどう活かすか？ー」 

  講演者：公立大学法人 兵庫県立大学 産学連携・研究推進機構 教授 長野 寛之 氏 

 <講演２> 

  テーマ：「オムロンの工場内 IoT 活用」 

  講演者：オムロン株式会社 グローバルビジネスプロセス＆IT 革新本部 

       バリューチェーン革新センタ 製造情報プロセスグループ吉井 実 氏 

 お問い合わせ先：立命館大学 後藤智 E-mail：goto-s@fc.ritsumei.ac.jp 

 

ヒューマン・リソース研究部会のお知らせ 

 

開 催 日 時：2019 年 10 月 19 日（土） 16：00-18：00 

発表予定者： 

 (1) 発表者 ：山下 洋史 氏（明治大学） 

    テーマ ：「交互多因子情報路モデルに関する研究」 

 (2) 発表者 ：林 直弘 氏(日本大学)、水上 祐治 氏(日本大学) 

   テーマ ：「20 代若者が住みたい街と賃貸に関する一考察 

         -重回帰分析による賃貸の立地と設備からみた賃料要因推定-」 

 (3) 発表者 ：髙宗 大起 氏(日本大学) 、水上 祐治 氏(日本大学)、大畠 昭子 氏（宇宙航空研究開発機） 

   テーマ ： 「トピックモデルを用いた JAXA 衛星「SUZAKU」の論文要旨分析」 

開 催 場 所：日本大学 生産工学部 30 号館 5F 水上研究室 

連絡先（幹事）：金子勝一（山梨学院大学） Tel.055-224-1337 E-mail:shoichi@ygu.ac.jp 

 

経営モデル研究部会のお知らせ 

 

開 催 日 時：2019 年 10 月 26 日（土） 15：00-17：00 

発表予定者： 

 (1) 発表者 ：林田 優 氏(日本大学) 、水上 祐治 氏（日本大学） 

    テーマ ：「シングルデータソースを用いた機械学習による購買行動の分類について」 

   他の発表者の方につきまして、調整しております。 

開 催 場 所：東海大学 高輪キャンパス 1 号館 3F 1308 教室 

連絡先（幹事）：田畑智章（東海大学）    Tel.03-3441-1171  E-Mail:tabata@tokai-u.jp 

金子勝一（山梨学院大学） Tel.055-224-1337 E-mail:shoichi@ygu.ac.jp 
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会員種別の変更について（特別会員への変更について） 

 

 特別会員が新設されました。満 70 歳以上で、申請して理事会に認められた個人のみが対象となります。 

※事務局 keieisys@jams-web.jp にご連絡ください。事務局で受け付けた後に、理事会にて審議されます。 

なお、正会員とは提供されるサービスや条件にも違いがございますので、関連する規定類（会則、役員選

出規程、学会誌原著投稿規程、研究発表細則、当学会の刊行物に関する取扱いについてほか）をよくご確

認の上、お申し込みください。（ニュースレターはこれまでと同様に配布されます。学会誌送付はありま

せんが、年会費は 2,000 円になります。なお、JAMS 誌や国内大会でファーストオーサーで発表される場

合は、追加料金が発生します。IJAMS 誌や国際大会はその限りにありません。） 

 

入会者リスト       （2019.4.21～2019.10.4） 

１．正会員入会者 

氏  名 所  属 氏  名 所  属 

織田 昌雄 三菱電機株式会社 水谷 聡志 愛知工業大学 

小山 弘毅 三越伊勢丹システム・ソリューシ

ョンズ 

柴田 典子 横浜市立大学 

小竹 輝幸 （株）ナビタイムジャパン 

赤城 弘一 三菱日立パワーシステムズ(株) 櫻井 聡 千葉商科大学 

鈴木 重徳 (一社)情報通信医学研究所 藤嶋 伸之 兵神装備株式会社 

古阪 秀三 立命館大学 MOT 研究センター 石黒 将太 京都工芸繊維大学 

小倉 孝裕 （株）日立製作所 開発グループ 加藤 大樹 東北大学大学院 

２．学生会員から正会員へ変更 

氏  名 所  属 氏  名 所  属 

山尾 健介 日本ヒューレッド・パッカード(株) 福澤 和久 愛知工業大学 

３．学生会員入会希望者 

氏  名 所  属 氏  名 所  属 氏  名 所  属 

上原 竹渓 釧路公立大学 蛭田 雄介 日本大学 谷田部 一貴 東洋大学 

馬場 真希 釧路公立大学 狩野 桜 神奈川大学大学院 長谷川 太一 東洋大学 

青柳 直人 早稲田大学 NGUYEN 

THI HOA 

愛知工業大学大学院 木嶋 瞭 東洋大学 

杉浦 裕文 早稲田大学 原田 凌汰 東洋大学 

名古屋 百恵 早稲田大学 余 キントウ 立命館大学大学院 高野 汐音 東洋大学 

市田 和弥 早稲田大学 鈴木  斉 東北大学大学院 山本 はるか 東洋大学 

林 竜平 日本大学 加藤 南 東洋大学 成瀬 裕誠 東洋大学 

寺内 華 日本大学 松崎 啓太 東洋大学 西田 光希 東洋大学 

三國 一樹 日本大学 深井 咲希 東洋大学 中山 輝一 東洋大学 

林田 優 日本大学 村田 紘子 東洋大学 木内 雄亮 東洋大学 

富澤 圭都 日本大学 金 玉花 愛知工業大学大学院 野瀬 菜々子 東洋大学 

松本 真之介 日本大学 胡 津閣 東海大学 齋藤 大暉 東洋大学 

中静 崇七 日本大学 加瀬 匠汰朗 千葉工業大学大学院 大橋 理沙 東洋大学 

井上 陽平 日本大学 曹 剣飛 立命館大学大学院 山口 達也 東洋大学 

嶋田 滉佑 日本大学 竹山 侑輝 千葉工業大学大学院 鶴岡 賢紀 近畿大学 

笹山 祐希 日本大学 井原 輝一 立命館大学大学院 渡部 友基 福島大学  

高宗 大起 日本大学 呉 曦 関西大学大学院 高屋 真菜 上智大学 

杉浦 聖人 日本大学 岩永 祐里 大阪大学大学院 後藤 拓己 芝浦工業大学 

伊藤 慎太郎 日本大学 信田 勝美 産業技術大学院大学 堀田 侑希 上智大学 
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